
　ケイパビリティ・アプローチの実証研究は日
本以外では精力的に遂行されてきたが，現代日
本の文脈に即した研究蓄積は神林・後藤・小林

（2020）等に限定されて極めて乏しい。かかる
学術的背景のもとで，本書は，生活経営学に立
脚し，質的データ分析法に基づくケイパビリ
ティ・アプローチから，日本の首都圏内で暮ら
す未婚の女性非正規雇用者の生活の質を評価し
ようと試みたチャレンジングな実証研究の成果
であり，著者の博士論文に加筆・修正が施され
たものである。
　以下，本書の概要を述べよう。序章「研究背
景と研究目的」では，まず生活を評価するため
に国内総生産や相対的貧困率といった客観的指
標のみを用いることは国や世帯の経済状況を把
握できるが，各人が送る生活の質を評価するこ
とは困難であると指摘する。次に満足度測定と
いった主観的指標を専ら使用することは別種の
問題に直面するという。例えば，ひとり暮らし
で客観的に見れば生活が苦しそうなアルバイト
販売員は，賃金面の不満を理由に仕事を辞めな
いことがありうる。また，先行研究における性
別・雇用形態別分析では，非正規雇用という働
き方は，男性に対しては生活満足度を低下させ

るが，女性に対してはそれほど生活満足度を低
下させず，女性は男性ほど非正規雇用であるこ
とに不満を抱いていないことが示されている。
このように所得に関する情報や生活満足につい
ての情報だけでは人々の生活の質を正確に評価
できないことを確認する。以上を踏まえて，未
婚の女性非正規雇用者の生活問題をより適切に
解明できる評価方法とは何かという問題意識の
もとで，本書はアマルティア・センが提唱した
ケ イ パ ビ リ テ ィ・ ア プ ロ ー チ（capability 
approach）に注目する。ケイパビリティとは，
個人が財やサービスを用いて達成可能な価値を
おく理由のある諸機能（functionings）の集合
として定義される。ここでいう諸機能とは，
人 々 の「 行 い 方・ 行 為・ 活 動（doing，
activity）」や「在り様・状態・存在（being）」
の総体を意味する。大雑把に言えば，人々の望
ましい生き方の幅を表すものがケイパビリティ
である。本書によればケイパビリティ・アプ
ローチは生活経営学研究と共通しているとい
う。詳述すれば，ケイパビリティ・アプローチ
が当人にとって必要とする諸機能・ケイパビリ
ティの観点から生活の質を評価するのと同様
に，生活経営学もまた金銭や時間といった生活
資源と生活行動に焦点を当てて生活の質を論じ
ている。さらに，両者は生活者の主体形成の考
え方でも類似性があるという。生活経営学研究
においてケイパビリティ・アプローチを採用す
る本書は，次の 2 つの研究目的を設定する。第
1 にケイパビリティ・アプローチを用いた実証
研究の一例を示すこと，第 2 に日本における未
婚の女性非正規雇用者の生活の質をケイパビリ
ティ・アプローチによって検討し，その生活の
困難を見いだし，生活の質向上のための含意を
提案することである。
　第 1 章「ケイパビリティ・アプローチ」は，
本書の調査方法を検討するために，まずアマル
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ティア・センとマーサ・ヌスバウムのケイパビ
リティ・アプローチを概説する。主に資源利用
能 力 の 意 義， 自 由 の 評 価，Nussbaum

（2000=2005）等が提唱する「人間の中心的な
ケイパビリティのリスト」（以下，「ヌスバウム
のリスト」）が言及・検討される。ここでいう

「ヌスバウムのリスト」とは，（1）生命（life），
（2）身体的健康（bodily health），（3）身体的
保全（bodily integrity），（4）感覚・想像力・
思考（senses, imagination, and thought），（5）
感 情（emotions），（6） 実 践 理 性（practical 
reason），（7）連帯（affiliation），（8）自然との
共生（other species），（9）遊び（play），（10）
環 境 の コ ン ト ロ ー ル（control over one's 
environment）：A. 政治的（political）・B. 物質
的（material）という 10 項目から構成される。
次に先行研究のケイパビリティ・アプローチに
関する調査方法が整理される。以上の作業を踏
まえた上で，本書は問題発見的かつ文脈依存性
的な特徴を持つ質的調査法を採用する。そし
て，本書の研究対象者である日本の未婚女性非
正規雇用者に関するケイパビリティ研究がこれ
までに行われていないため，本書は，研究対象
者が生活するために必要とする機能を抽出し，
それらの機能の達成状況を問うという調査方法
を設計する。具体的には，以下の 3 つの調査・
分析手順の段階がある。第 1 に，ブレーンス
トーミング法によるワークショップ調査を実施
し，研究対象者の生活を営む上で必要となる機
能の全体像を描く。第 2 に，上記のワーク
ショップ調査から導出された機能を基にしてリ
ストを作成し，その機能リストを用いた個別イ
ンタビュー調査を実施して，利用可能な資源，
資源利用能力の特徴，そして，各種機能の達成
状況を把握する。第 3 に，各種機能の達成可能
性の差異について研究対象者を雇用形態別に比
較分析して，非正規雇用者の特徴を明らかにす

る。
　第 2 章「生活に必要な機能は何か」は，調
査・分析手順の第 1 段階であるワークショップ
調査の具体的内容・結果を紹介し，「ヌスバウ
ムのリスト」の観点から分類・考察する。特筆
するべきは，本書の機能リストに現代日本の文
脈に照らして「ヌスバウムのリスト」にはない

「情報収集」を追加していることである。
　第 3 章「機能の達成状況，資源と資源利用能
力」は，まず第 2 章のワークショップ調査結果
と先行研究の知見から，機能に関する 60 項目
のインタビュー調査項目を構成する。次に研究
対象者に対して，60 項目の機能が自分自身の
生活にとって必要かどうかを①「絶対必要」・
②「必要」・③「不要」という 3 つの選択肢か
ら回答させて，その後に，その機能の達成状況
に関して「達成」か「未達成」かを問う。ここ
で重要な論点は，機能達成は主観的に評価され
ているため，仮に達成の程度が客観的に小さく
とも，研究対象者はそれを過大評価する可能性
があるということである。このことは次の第 4
章の内容に継承される。
　第 4 章「適応的選好形成の検討」は，研究対
象者の生活の質に関する評価が適応的選好形成
に影響されているのかを検討する。適応的選好
形成とは，Elster（1983=2018）で論じている
概念であり，効用のような主観的基準によって
のみ福祉や生活の質を判断すると不遇な境遇へ
の適応という問題を生じることを意味する。こ
のことはセンの研究でも指摘されており，本書
は Sen（1992＝2018）を参照して，適応的選好
形成による人々の行動を，①嘆き悲しみ不満を
言い続けない，②状況を急激に変えようと望む
動機を欠いている，③根絶しえない逆境とうま
く付き合う，④小さな変化でもありがたく思
う，⑤不可能なことやありそうにないことを望
まないようにする，といった 5 つのポイントに
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分類する。これを分析枠組みとして，インタ
ビュー調査で収集した語りのデータに対して質
的データ分析を行う。その分析結果から研究対
象である未婚の女性非正規雇用者は適応的選好
を形成しやすい傾向があることが実証的に示さ
れる。
　第 5 章「生活に必要な機能の雇用形態別比
較」と第 6 章「機能，資源と資源利用能力の雇
用形態別比較」は，本書の研究対象である未婚
の女性非正規雇用者との比較分析を行うため，
未婚の女性正規雇用者に対しても第 2 章のワー
クショップ調査と第 3 章のインタビュー調査を
同様に行う。かかる比較分析結果の一端を述べ
ると，第 5 章では機能項目「感情」・「自然との
共生」・「遊び」において未婚の女性正規雇用者
のほうが未婚の女性非正規雇用者よりも回答数
が多く，こうした機能の必要性を認識している
ことが示される。第 6 章では両者において金銭
と時間という資源不足の差異が大きく，正規雇
用者の年収額の違いに加えて職場から提供され
る住宅手当や社宅といった企業福祉の有無も大
きな影響を及ぼすといった知見が導かれる。そ
して，時間不足については未婚の女性非正規雇
用者のほうが未婚の女性正規雇用者よりも時間
不足によって達成できない機能が多いこと，さ
らに，未婚の女性非正規雇用者はより多くのモ
チベーション不足や将来の不安感に関する語り
のデータが特徴的であることが明らかになる。
　ここまでの本書における分析・考察の大半
は，実際に達成している機能を論じたものであ
るが，ケイパビリティ・アプローチの理論的射
程には，様々な機能の集合から選択する自由，
換言すれば，選択しようと思えば選択できる機
能の達成可能性までも含んでいる。そこで，第
7 章「機能の達成可能性についての事例研究」
は，分析困難な機能の達成可能性を論じるため
に事例研究を遂行する。まずは第 3 章や第 6 章

のインタビュー調査結果の分析・考察を踏まえ
て，研究対象者の生活にとって重要と考えた

「健康でいる」・「人間関係を維持・構築する」・
「自尊心を持つ」という 3 つのケイパビリティ
を構成する機能を検討する。そして，この 3 つ
のケイパビリティを構成する機能の達成可能
性・強靭性・脆弱性について分析する。具体的
には，最も生活が困難であると想定される未婚
の女性非正規雇用者と，その比較対象となる年
収が一番高い女性の正規雇用者のインタビュー
調査の語りから，未婚の女性正規雇用者は達成
可能であるが未婚の女性非正規雇用者は達成で
きていない機能とは何であるのかを示し，当該
機能が選択されない要因や，その達成度が脆弱
であることの背景要因を探索的に分析する。両
者の語りのデータに基づく分析結果から，当該
未婚の女性非正規雇用者では関連する機能の選
択数が，比較対象者のそれよりも少なく，前者
の脆弱性が示される。このことは，単に所得の
多寡だけではなく，教育投資や安定した雇用と
いった多様な生活資源不足に由来することが語
りのデータから裏付けられる。
　終章「総合考察」では本書全体の考察・成果
や研究方法に関する課題点・限界点について述
べている。その内容と関連づけて，本書に対す
る評者のコメントを行いたい。第 1 に，本書自
身も成果として記してあるように質的データ分
析の利点を生かした適応的選好形成に関する議
論は，評者もケイパビリティ研究への優れた学
術的貢献だと考える。第 2 に，本書のインプリ
ケーションとして提示されている未婚の女性非
正規雇用者の「感情」に関する機能やモチベー
ション不足に関する実証的解明を踏まえた教育
支援の必要性もまた学術的かつ社会的に有意義
である。この点について教育社会学におけるケ
イパビリティ研究の 1 つである Hart（2012）
はアスピレーション（aspiration）概念に注目
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しているが，これから本書の研究を発展させる
場合に同概念が有益な役割を果たすと考えられ
る。第 3 に，本書の限界点と関わるが，研究対
象者が全て首都圏内の居住者であるため，日本
の他の地域で暮らす未婚の女性非正規雇用者と
の比較分析は，評者にとって興味深い。本書の
88 頁で言及しているように，ペットとの共生
の阻害要因が首都圏の住宅環境であれば，他の
地域においては当該機能の達成可能性が高まる
かもしれない。また，ある種の地方に存在して
いる緊密な人間関係は，逆機能として作動し，
同調圧力のような形で生活の質を損なう可能性
もありうるだろう。このように本書の分析を地
域間で応用することも残された課題になる。最
後に，評者は本書の第 7 章における機能の達成
可能性の議論はやや説得力が弱いという印象を
拭えない。かかる難題に対して，評者は現時点
で有望なアイディアを持ち得ていないが，
Comim（2008：175）で指摘されているように
計量経済学的分析の潜在変数（latent variable）
が手掛かりとなるかもしれない。こうした計量
経済学的研究と本書のような質的研究を組み合
わせることがケイパビリティ研究のフロンティ
アであるという確信を，評者は本書の読解を通
じて強めた。   

（山本咲子著『女性非正規雇用者の生活の質評
価―ケイパビリティ・アプローチによる実証
研究』明石書店，2023 年 11 月，217 頁，定価
3,600 円＋税）

（むらかみ・しんじ　金沢大学人間社会学域地域創

造学類講師）
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